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本日お伝えしたいこと

• 味の素グループにおいてサステナビリティの取り組みは、ASV経営の根幹。
事業戦略と一体で社会価値と経済価値を共創し、事業成⾧を加速させる。

• ネガティブインパクトの低減とポジティブインパクト拡大の取り組みを通じ、
「事業基盤のレジリエンス向上」と「成⾧機会の創出」でASV最大化を目指す。
本日は、アミノサイエンス®の強みを発揮できるアグリフードシステムにおけ
る取り組みにフォーカスして、ご説明する。

• COP30において、農業分野への資金拡大と幅広いパートナーシップの必要性を
発信。政府・金融機関・民間企業連携の取り組みを進め、持続的な企業価値
の向上を目指す。
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アミノサイエンス®で
人・社会・地球のWell-beingに貢献する

志（＝パーパス）

レジリエントかつ持続可能な
フードシステム
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味の素グループは、アミノサイエンス®で、人・社会・地球のWell-beingに貢献する。



ASV最大化の道筋
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無形資産の強化

ネガティブインパクトの低減

ポジティブインパクトの拡大

持続可能な
地球環境の実現

食を通じた
ウェルビーイングの実現

先端医療・
予防への貢献

スマートソサエティの
進化への貢献

多様な価値観・
人権の尊重

経営基盤の強化

当社が取り組む
６つの重要テーマ

リ
ス
ク
・
機
会

事業基盤の
レジリエンス向上 成⾧機会の創出

経済価値 社会価値

ASV最大化

事業を通じたネガティブインパクトの低減とポジティブインパクトの拡大により、
「事業基盤のレジリエンス向上」と「成⾧機会の創出」を進め、ASVを最大化していく。



スピード
アップ

×
スケール
アップ

企業価値向上とサステナビリティ

企業価値 ＝
着実なキャッシュ・フロー創出↑

資本コスト（WACC）↓ 成⾧率↑－
with

・高速開発システムの展開
・様々なステークホルダーとの共創

等

・サステナビリティと事業一体の取り組みによる売上高向上
・安定調達を通じた原料コスト削減・製造コスト削減
・ROICを重視した経営の推進 等

・4つの重点成⾧領域*での成⾧加速、ポートフォリオの進化
（*ヘルスケア、フード＆ウェルネス、ICT、グリーン）

・社会価値創出を通じた顧客ロイヤルティ獲得、ブランド力
向上 等

・原材料の安定調達や人権課題等への対応を通じた
リスク低減

・環境負荷削減などを通じたサステナビリティ・
ファイナンス活用による借入コスト低減 等

サステナビリティはASV経営の根幹。サステナビリティと事業一体で、資本コストを低減
しながら４つの重点成⾧領域での成⾧を加速させ、企業価値向上を実現する。
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当社の独自技術であるアミノサイエンス®を活かしたソリューションを軸に、幅広いパートナー
シップ・エコシステムを通じて取り組みを進めている。6つの重要テーマを掲げ、それぞれの取
り組みを進めている中、本日は、アグリフードシステムにおける取り組みについてご説明させ
ていただく。

アミノサイエンス®を活用した当社のソリューション

当社が取り組む
６つの重要テーマ

持続可能な
地球環境の実現

食を通じた
ウェルビーイングの実現

先端医療・
予防への貢献

スマートソサエティの
進化への貢献

多様な価値観・
人権の尊重 経営基盤の強化

牛用アミノ酸リジン製剤
「AjiPro®-L」

バイオスティ
ミュラント製品

味の素ビルドアップ
フィルム®(ABF®)

当社製品を活用した
タイ農家支援

減塩・減糖・減脂製品 メディカル
フード

アミノサイエンスⓇをベースとする
当社ソリューション（例）

パートナーシップの拡大・エコシステムの共創
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経済価値 社会価値

本日はアグリフードシステムに
おける取り組みをご説明する。
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アグリフードシステムでは、気候変動への対応の機運が高まっている。調達の7割が農畜
水産物であるなど自然資本をベースに事業展開する企業として、アグリフードシステム
の変革を推進していく。

アグリフードシステムの変革へ

その他

世界のGHG排出量

「IPCC Sixth Assessment Report（2022年）」より当社作成

GHGGHG総排出量
約590億t-CO2

農業、林業、
その他土地

利用

アグリフードシステムが気候変動に与える影響 気候変動がアグリフードシステムに与える影響

* 1996年から2005年の10年間と比べ、2046年から2055年の10年間において気温が
３度上昇した場合の収量変化。赤が収量低下、緑が収量増加。

Creating a Sustainable Food Future: A Menu of Solutions | World Resources Institute

出典:CREATING A SUSTAINABLE FOOD FUTURE, World Research Institute (2019)

気候変動が作物の収量に与える影響*

アグリフードシステム
によるGHG排出量は、
2割超を占める
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COP30の機会活用
COP30では、アグリフードシステムにおける変革の議論が進展。当社は、この機会を最大
限に活用し、農業分野への気候資金拡大の必要性やステークホルダーとの共創の重要性、
アミノサイエンス®を活用した当社ソリューションの可能性をグローバルに発信。

国際社会における動向

COP28 @アラブ首⾧国連邦

COP29 @アゼルバイジャン

COP30 @ブラジル

2023

2024

2025

気候変動問題の焦点は主に「化石燃料からの脱却」。
アグリフードシステムへの関心が高まる。

エミレーツ宣言
「気候変動の課題に対応するため、農業・食料システムを
緊急に適応させ、変革しなければならない」

「気候変動に適応するために、農業・食料セクターに
対する投資レベルを引き上げることが急務である」

気候変動に関する国際的な枠組みの強化・ルール形成
に向けて、アグリフード領域の議論が展開

 当社は、日本政府パビリオンで民間企業
最多の登壇数



COP30の成果

政府・金融機関・民間企業とイノベーションを共同推進するエコシステムを醸成し、より
大きな社会価値と経済価値の創出を目指す。

• 農水省と当社リードによる民間企業32社の共同声明の発表

• 様々なパビリオンで広く、当社のソリューションを説明。
ブラジルやアセアンとのJCM*1加速へ

• AjiPro®-Lのソリューションを活用し
た気候資金のスキームを構築

• カーボンクレジット等の展開へ

• グローバル大手メーカーや
クレジット基準策定者との
連携強化

• ハイレベルな関係強化によ
る事業機会拡大へ*1 JCM : Joint Crediting Mechanism

*2 MoU : 基本合意書（Memorandum of Understanding）

日本のGHG削減技術の海外展開と農業分野への気候資金呼び込み

アミノサイエンス®を活用したソリューションの展開

ブラジル銀行と気候資金活用に向けたMoU*2締結 グローバル大手食肉メーカーとの契約締結に向けた協議

＜COP30における取り組みの進捗＞
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＜COP30における当社の発信＞



 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記載は、
本資料の発表日現在における将来の見通し、計画のもととなる前提、
予測を含んで記載しており、当社としてその実現を約束する趣旨の
ものではありません。実際の業績は、今後様々な要因によって、
大きく異なる結果となる可能性があります。

 本資料には監査を受けていない概算値を含むため、数値が変更になる
可能性があります。

 アミノサイエンス®は味の素株式会社の登録商標です。


